
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
ふ
れ

あ
い
広
場
事
業
を
実
施
で
き
な
い
か
。

②
南
側
駐
車
場
を
有
効
に
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

③
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
設

改
善
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
。

市
長

①
こ
の
事
業
は
乳
幼
児
が
自

由
に
遊
ん
だ
り
、
保
護
者
同
士
の
交

流
や
相
談
員
に
よ
る
子
育
て
相
談
を

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
効
果
的
な
ス

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
利
用

者
か
ら
登
録
申
込
書
の
管
理
方
法
に

つ
い
て
、
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
あ

る
か
。

②
貸
出
記
録
の
な
い
図
書
が
返
却

さ
れ
た
場
合
、
職
員
は
利
用
者
に
誤

解
を
与
え
る
対
応
を
し
て
い
な
い
か
。

教
育
長

①
以
前
に
、
記
入
済
み
の

申
込
書
を
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
置
い
て

指
摘
を
受
け
た
が
、
現
在
は
改
善
し

て
い
る
。

②
他
機
関
の
資
料
等
を
誤
っ
て
返

却
す
る
場
合
や
、
貸
出
処
理
漏
れ
等

が
あ
る
が
、
利
用
者
に
は
誤
解
を
持

た
れ
な
い
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
担
当

の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
騒
音

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
市
民
は
多
い
が
、

市
の
認
識
と
対
策
は
。

②
小
平
市
と
同
様
に
騒
音
被
害
の

ペ
ー
ス
の
確
保
が
困
難
な
た
め
実
施

は
難
し
い
。

②
子
ど
も
の
た
め
の
広
場
と
し
て

設
置
し
た
も
の
で
、
近
隣
住
民
か
ら

の
要
望
も
あ
っ
て
制
限
を
し
て
い
る

が
、
今
後
も
住
民
の
理
解
を
得
る
中

で
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③
十
分
に
設
置
目
的
は
達
成
で
き

て
お
り
、
改
善
の
予
定
は
な
い
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
病
中

児
・
病
後
児
保
育
の
現
状
は
。

②
ト※
ワ
イ
ラ
イ
ト
保
育
の
今
後
の

展
開
は
。

③
「
保
育
に
欠
け
る
」
と
い
う
要

件
を
撤
廃
で
き
な
い
か
。

④
一
時
保
育
の
需
要
の
対
応
策
は
。

⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
課
題
は
。

市
長

①
病
後
児
保
育
は
平
成
21
年

度
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
検
討
を

進
め
て
い
る
が
、
病
中
児
保
育
は
課

題
が
多
く
予
定
し
て
い
な
い
。

②
3
時
間
ま
で
の
延
長
保
育
は
平

成
19
年
度
以
降
に
検
討
す
る
。

③
認
可
保
育
園
で
は
困
難
で
あ
る

が
、
幼
稚
園
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
等

は
要
件
を
問
わ
な
い
。

④
事
業
者
等
に
意
向
調
査
を
行
う

低
減
を
要
望
し
て
い
る
自
治
体
は
あ

る
か
。
あ
れ
ば
と
も
に
働
き
か
け
る

よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

①
市
上
空
は
特
殊
な
空
域
と

認
識
し
て
い
る
た
め
、
安
全
飛
行
と

騒
音
の
低
減
を
図
る
よ
う
防
衛
庁
と

陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
司
令
、
航

空
自
衛
隊
入
間
基
地
司
令
に
要
望
書

を
出
し
て
い
る
。

②
小
平
市
以
外
に
は
な
い
が
、
多

摩
地
域
で
基
地
を
抱
え
る
周
辺
自
治

体
が
共
同
し
、
市
長
会
を
通
じ
て
都

知
事
に
対
策
等
の
促
進
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
も
要
望
す

る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
幼
児

養
育
費
補
助
制
度
の
目
的
は
。

②
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に

お
け
る
こ
の
制
度
の
位
置
づ
け
は
。

③
世
帯
の
所
得
に
応
じ
ず
に
補
助

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
所
得

制
限
を
就
学
前
ま
で
撤
廃
す
る
と
な

っ
て
い
る
が
、
検
討
状
況
は
。

②
対
象
と
な
る
児
童
数
と
経
費
は
。

③
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

や
中
学
校
ま
で
の
入
院
費
助
成
に
対

す
る
対
応
は
。

④
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

市
長

①
段
階
的
に
実
施
し
た
い
。

②
9
千
9
百
58
人
、
3
億
7
千
3

百
43
万
円
程
度
で
あ
る
。

③
予
定
し
て
い
な
い
。

④
事
業
効
果
は
大
き
い
と
認
識
し

て
い
る
が
、
国
等
の
動
向
と
市
の
財

政
状
況
等
を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

⑤
地
域
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

提
供
会
員
の
確
保
で
あ
る
。

※
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
保
育
と
は

保
護
者
の
帰
宅
が
残
業
で
お
く
れ

る
場
合
な
ど
に
夜
間
ま
で
預
か
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

立
花
隆
一
議
員（
公
明
）

①
事
件
・

不
審
者
情
報
を
隣
接
す
る
通
学
区
域

や
自
治
体
で
共
有
す
る
仕
組
み
を
つ

く
れ
な
い
か
。

②
防
災
無
線
を
活
用
し
地
域
等
に

下
校
時
刻
を
知
ら
せ
ら
れ
な
い
か
。

③
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

指
導
を
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
情
報
を
入
手
し
た
場
合
、

近
隣
ま
た
は
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

に
周
知
し
、
必
要
に
応
じ
て
私
立
学

校
、
近
隣
市
の
教
育
委
員
会
へ
も
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

市
長

②
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長

③
平
成
17
年
度
か
ら
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
習

会
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。
仮
に
所

得
に
応
じ
て
補
助
し
た
場
合
、
法
律

と
の
そ
ご
は
あ
る
か
。

市
長

①
幼
児
を
持
つ
保
護
者
へ
の

経
済
的
支
援
を
図
り
、
幼
児
の
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

②
子
育
て
支
援
施
策
に
お
け
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。

③
経
済
的
な
理
由
の
ほ
か
、
保
護

者
の
事
情
に
よ
り
在
宅
で
の
子
育
て

や
公
的
負
担
の
な
い
幼
児
施
設
へ
通

園
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
額
は

一
律
と
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
単

独
の
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
律
と

の
そ
ご
は
な
い
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
災
害

要
援
護
者
防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

有
効
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
障
害
者
へ
の
対
応
は
。

③
災
害
時
に
お
け
る
女
性
の
諸
問

題
に
対
す
る
認
識
は
。

④
災
害
要
援
護
者
も
防
災
訓
練
に

参
加
し
や
す
い
工
夫
が
必
要
で
は
。

市
長

①
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

②
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
と
も
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一般質問

市
立
図
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
の

管
理
体
制
等
に
つ
い
て

学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の

施
設
改
善
に
つ
い
て

公

共

施

設
環 境

上下水

レ
ジ
袋
削
減
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の

一

層

の

推

進

を

自
衛
隊
の
航
空
機
等
の
騒
音
に

対
す
る
市
の
姿
勢
に
つ
い
て

多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に

ど
う
こ
た
え
て
い
く
の
か

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
を

早
急
に
実
現
す
べ
き

幼
児
養
育
費
補
助
制
度
を
所
得
に

応
じ
た
補
助
に
改
善
す
べ
き

子
ど
も
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

防
災
対
策
に
お
け
る
女
性
及
び

災
害
要
援
護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

防 災

安 全

児 童

女 性

学園東町地域センターの南側広場

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
レ
ジ

袋
の
使
用
量
や
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率

等
の
実
態
調
査
が
で
き
な
い
か
。

②
商
工
会
、
市
民
団
体
と
連
携
し

た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

市
長

①
レ
ジ
袋
は
把
握
し
て
い
な

い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
実
施
し
て
い
る
店
舗

で
約
2
割
弱
が
持
参
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
実
態
調
査
の
実
施
は

検
討
し
た
い
。

②
関
係
機
関
の
協
力
を
得
る
と
と

も
に
、
小
平
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
な
ど
と
の
協
働
で
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
、
速
や
か
に
医
療
機
関
等
に
移
れ

る
よ
う
広
域
的
な
連
携
体
制
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

③
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
や
更

衣
室
等
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

④
自
治
会
等
に
対
す
る
災
害
要
援

護
者
対
策
の
啓
発
や
、
地
域
の
協
力

を
促
し
て
対
応
し
た
い
。

か
に
築
く
べ
き
か

【
教
育
・
文
化
】

・
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
市
内
小
・
中
学
校
へ
直
結
給
水
を

導
入
し
て
は
ど
う
か

【
道
路
】

・
J
R
武
蔵
野
線
新
小
平
駅
の
鉄
道

敷
地
上
に
自
転
車
駐
車
場
が
設
置

で
き
な
い
か
　

【
医
療
・
健
康
】

・
高
齢
者
の
た
め
に
予
防
接
種
率
の

向
上
と
拡
充
を

【
福
祉
】

・
長
寿
は
幸
福
と
言
え
る
社
会
を
い

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

［本会議］

［常任委員会］

市議会1年間の記録（平成18年1月～12月）

名 称

3月定例会

6月定例会

9月定例会

12月定例会

合 計

会 期

2/28～3/24

6/6～6/27

9/4～9/27

11/28～12/19

─

5

5

6

5

21日

31:29

22:25

26:35

24:18

104時間47分

44

83

106

53

286人

本会議
日 数

会 議
延 時 間

傍聴
人数

委 員 会 名

総 務 委 員 会

生活文教委員会

厚 生 委 員 会

建 設 委 員 会

合 計

開催日数

6

6

8

7

27日

傍聴人数

15

18

117

23

173人

会議延時間

19:58

9:49

25:41

12:29

67時間57分

委 員 会 名

都市基盤整備調査

産業活性化調査

一般会計予算

特別会計予算

一般会計決算

特別会計決算

合 計

開催日数

2

2

3

1

3

1

12日

傍聴人数

1

3

8

2

12

3

29人

会議延時間

2:58

2:38

30:18

7:51

27:31

7:47

79時間03分

4回の定例会が行われました。1日当たりの平均
会議時間は4時間59分でした。

［請願・陳情］

［特別委員会］

受理 採択 不採択

請願 3 11 9 0 2 0 －

陳情 0 22 0 0 1 0 21

合計 3 33 9 0 3 0 21

取り
下げ

審議
未了

前年から
の継続分

文書表
配　付

1年間で11件の請願と22件の陳情を受理しまし
た。なお、平成18年12月定例会最終日に閉会中の
継続審査となった請願は3件です

ファミリー・サポート・センター（福祉会館内）


